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信更支所長 竹内克彦 

新年おめでとうございます。信更地区の皆様には、 

清々しい新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルスが蔓延し、残念ながら多くの事業 

が中止や延期を余儀なくされました。一時、新規感染者も少な 

くなりましたが、ここのところオミクロン株が流行し、新年に 

なり再び感染が拡大しています。オミクロン株の場合であって 

も、従来どおりの基本的な感染防止対策が重要とのことですの 

で、心掛けていきたいと思います。 

 昨年は信更地区に大きな災害はなかったものの、信州新町水内では、国道 19号で地すべりによる路面

沈下が発生し、また、篠ノ井小松原では、国道 19号の隣接地において地すべりが発生し、片側交互通行

となったため、渋滞が発生している状況です。信更地区にも大きな影響がありますので、1日も早い全面

通行と復旧が望まれます。 

 広域通信制・単位制高校『ステップ高校』が、4月から旧更府小学校で開校する予定です。保育園が休

園し、信更中学校の閉校が予定されている中、地区外から来た若者がこの信更で学び、様々な活動をさ

れると思います。信更への移住事業とともに、新しい風をもたらしてくれることを期待しております。 

 結びに、今年が皆様にとりまして災害の無い、幸多い一年となりますことを祈念しまして年頭の挨拶

とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信更地区住民自治協議会 会長 永井一俊 

みなさまにはお健やかに新春をお迎えのことと存じます。 

昨年は信更地区住民自治協議会活動に多大なるお力添えをいただき感謝申し上げます。 

本年もよろしくお願いいたします。 

 昨年も新型コロナウイルス感染症の影響で協議会活動も一部で中止せざるを得ない事業もありまし

た。ワクチン接種により感染者が減少となってきましたが、今年に入りオミクロン株が拡大しており、

引き続き感染防止対策の徹底を図り活動を進めてまいります。 

「長野市信更町合併 50年懸け橋事業」として平成 25年より編纂・編集作業を進めてまいりました信

更町誌が、昨年 11 月に発刊となりました、町誌に携わった編集委員・編纂委員・事務局のみなさまに

は、敬意と感謝申し上げます。 

 信更町の全容が網羅されていますので、ぜひともご注文をお願い致します。 

これからの課題として、役員の負担増・役員のなり手不足による事業の見直し等多いですが、皆様方

のご支援ご協力をいただききながら、安心・安全で穏やかに暮らせる地域づくりを目指していきたいと

思いますので、宜しくお願い致します。 

 本年がみなさまにとって良い年になりますようにお祈り申し上げ、新年の挨拶と致します。 

 

 

 1月 6日（木）市長との賀詞交換会 
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信更町の生活圏と周辺市街地等へのアクセスを強調 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信更地区住民自治協議会の「田舎暮らしを支援する委員会」は、平成 27年に移住事業開始と共に作成し

た移住者向けの「田舎暮らしガイド」を 7年ぶりに更新しました。 

 ガイドは、移住を求めている人が信更地区の空き家や地域の環境などを見学する際使用するもので、今ま

で県内外から多くの方が信更地区に移住いただき、移住受け入れ事業に大きな役割を果たしてきました。 

 今回表紙や内容を大きく変え、特に信更町の生活圏と周辺市街地などへの所要時間 

や距離などアクセス環境を強調しました。 

 移住事業に取り組んで 7年になりますが、移住された人によると、移住は空き家物 

件だけで決めるのではなく、自分が住もうとする環境との両面で決めているようで、 

見学時に案内人からこのガイドで地域のことを説明され、大変参考になり移住の決め 

手となったとの声が多く寄せられました。 

 内容は、「信更町はこんなところ」、「信更町のよいところ」、「自然・文化・歴史の 

見どころ」、「イベント、町内の施設」、「空き家回収補助金」、「田舎暮らし案内人」等で、 

移住された方の紹介もしています。印刷部数は 1000部で、希望される方は事務局に連絡 

いただければお送りします。                                

 

「田舎暮らしガイド」を 7 年ぶりに新しく 

 

幻想的な LEDろうそくの灯火のランタンが 100丁並びました 

「わぁ～きれい！」紙ランタン好評 
 12月 6日（月）から 12日（日）まで開催した「紙ランタンを見てみよ

う IN信更公民館」は、期間中 70人以上の見学者が訪れ、「とても美し

い。来年の夏が楽しみ。」などの感銘の声が聞かれました。暗幕で暗くし

た講義室一面に、信更小学校こどもプラザの児童の作品、地域学習の授業

時間を使って制作した信更中学校の生徒の作品、宅老所しんこうのみなさ

んの作品が並び、LEDライトを点灯。イルミネーションも飾り付け、幻想

的な空間になりました。 

 信更夏まつり運営委員長の竹内賢二さんは、「信更の夏まつり、そして

信更地域の活性化につながる催しができた。」と話しました。 

 他にグループホームしんこう、宅老所のぞみ、信更公民館のみなさんに

もご協力いただきました。素晴らしい作品をありがとうございました。 

赤い羽根 

目標額   290,000 円 

募金額   262,563円 

◉今年度は目標額に達しなかったため、 

次年度の配分金はありません。 

 

 

 

緑の募金 

募金金 66,796円 

配分金 10,000円 

◉緑化木等配布事業などに活用されます。 

総額 15%程度が信更地区に交付されます。 

 

募金ありがとうございました 
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「信更町誌」刊行記念講演会 

田野口 垣脇 誠さん 恵さん ご夫妻 

 

 

 

1月 16日（日）「信更町誌」刊行記念講演会を開催しました。講師

には若槻小学校校長、県立歴史館総合情報課長などを歴任した地域史

の専門家宮下健司先生にお願いしました。 

先生が実際に信更の中を踏査した内容を説明し、我々がなかなか知

る機会がない信更の姿を知ることができました。 

また「信更町誌」の意義については、「ひとつは記憶の記録化。60代

以上の人は農村型社会から都市型社会へと変貌していったことを経

験しており、その記憶を記録化したことで後の世代も共有することができる。ひとつは地元に眠る価値に気

づき、気づかされること。子孫に残すものは金でもモノでもなく文化である。文化こそ地域に生きた日常の

暮らし、営みである。それを記録したこと。そしてもうひとつは未来を築く方向性を与えてくれるもの。信

更に必要なものは人の力、地域の力である。この本から地元資源とそれを活かす知恵と技術と哲学を学び、

継承していくことが求められる。人の力には土地の人（土の人）と移住者（風の人）がいて、風の人は新し

い風を運び、新しい風を起こす。土の人も風の人とつながり、両者が合わさることで新しい風土が生まれる。

人が集まれば元気になり、楽しみを見つけることができ、楽しく元気になれば、また新しいことに挑戦でき

るようになる。」と解説していただきました。 

   

 

移住者紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2020年東京都から移住。地元で働いています。 

「地域の様々な行事や活動をはじめ、お米作りなどに参加する

ことで東京では味わえなかった地域の方々との交流やつながり

に感謝し、信州の暮らしを楽しんでいます。」（誠さん）「自宅か

ら見える見事な田野口の棚田を眺めながらおいしいお米を食べ

て、畑仕事も楽しんでいます。」（恵さん） 

 

 

土の人（地元の人）風の人（移住した人） 

合わさって新しい風土信更 

信更流通センターでのご夫妻 

振興部会 

 
地域の皆様とのきずなを大切に 

 

 

☎290-4015 

 社会福祉法人あさひ福祉会 

TEL 278-2268 FAX 278-9720 

建設機械修理全般・特定自主検査・車検整備 

ミツトモ 

松代町小島田 3549-5  永井 智達 

点検・整備お気軽にお問い合わせください 
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第３４回信更地区社会福祉大会開催 

１２月２日（木）信更支所 

長年地域において社会福祉活動の推進

に尽力され功績のあった方に対し、社会

福祉功労者として感謝状が、家庭におい

て看護の誠を尽くされ民生委員からの推

薦のあった方に対し、優良介護者として

褒状が贈呈されました。 

また、県及び市社会福祉協議会表彰受

賞者の御披露目もあわせて行いました。 

皆様、誠におめでとうございます。 

 

社会福祉功労者 

伊藤 陽子様（安庭） 

優良介護者 

駒村 安寛様（下平） 

酒井 恵美子様（吉原） 

柳澤 仁榮様（桜井） 

県受賞者 

大田 敬文様（下平） 

市受賞者 

高沼 君人様（田野口） 

丸山 祐子様（田野口） 

 

オレンジカフェ １１月２６日（金） 

 信更公民館において１８名の皆様にお集まりいただき開催しました。 

 桜ホームさんのお話をお聞きした後、血圧測定をやっていただき、桜メ

ディカルのお兄さんとやってきた“ペットロボットのななみちゃん”と遊

んだり、ゲームをしたり楽しいひとときを過しました。 

 フレイル予防、脳の活性化に少しはお役に立てたかなと思います。 

 今回参加できなかった方も次回はぜひ 

お越しください。お待ちしています。 

ななみちゃん、また来ます。 

☆介護でお困りの方は、お気軽にご相談ください！ 

居宅介護支援事業所 水 篠 橋 
〒381-2346 長野市信更町安庭 537 番地 5  

 
〇携帯 090-1793-9390 電話/FAX026-299-2678（北島） 

事務用品 OA 機器 オフィス家具 

 

 

有限 

会社 

信州新町 新町 63 TEL 026-262-2229 
FAX 026-262-3351 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉健康部会 

１２月１２日（日）もちつき会 (信更公民館) 

小学生のお兄さんお姉さんと一緒に、餅つき体

験をしました。杵が重くお父さんに手伝ってもら

い何とか頑張りました。和太鼓の演奏で盛り上が

り楽しい年の瀬の一日でした。 

            

 

 

１２月２４日（金）クリスマス会 (信更公民館) 

 今年もサンタさんが来てくれて子どもたちは大

喜びでした。ツリー作りをして、手作りの美味し

い昼食をいただきました。今回は、たくさんのお

友達と楽しく遊ぶことができました。 

  

 

 

  

ななみ、皆さんに

お会いできて嬉し

かったです。 

子育てほっとパーク 


